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規規
約約
をを
承承
認認

十
一
月
二
十
三
日
に
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
教
区
宣

教
司
牧
評
議
会
の
設
立
委
員
会
で
審
議
し
た
規
約
は
、
同
日
菊
地
司
教
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
の
で
、
同
評
議
会
規
約
の
全
文
を
掲
載
す
る
。
な
お
、

同
規
約
、
第
四
条
�
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
・
女
子
奉
献
生
活
者
の
会

（
仮
称
）」
に
つ
い
て
は
、
名
称
が
確
定
し
次
第
、
差
し
替
え
を
行
う
こ
と

を
含
め
て
承
認
さ
れ
た
。

第
一
回
目
の
宣
教
司
牧
評
議
会
は

来
年
の
四
月
三
十
日
に
新
構
成
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
評
議
会
の
目
的
で
あ
る

教
区
全
体
の
宣
教
司
牧
を
推
進
す
る

た
め
の
重
要
事
項
を
、
司
教
の
諮
問

を
受
け
て
検
討
す
る
役
割
と
、
提

言
、
情
報
交
換
な
ど
も
含
め
て
本
格

始
動
す
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
規
約

第
一
条
（
名
称
）

本
会
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
事
務
局
）

本
会
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
事
務
所
内
に
事
務
局
を
置
く
。

第
三
条
（
目
的
）

本
会
は
新
潟
教
区
の
信
徒
、
修
道
者
、
司
祭
の
一
致
、
協
力
、
交
流
を
は

か
り
、
新
潟
県
、
山
形
県
、
秋
田
県
か
ら
な
る
教
区
全
体
の
宣
教
司
牧
を
推

進
す
る
た
め
の
重
要
事
項
を
司
教
の
諮
問
を
受
け
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
四
条
（
構
成
及
び
任
期
）

本
会
は
、
次
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

�

司
教
総
代
理

�

教
区
本
部
事
務
局
長

�

各
地
区
の
地
区
長
（
司
祭
）

�

各
地
区
を
代
表
す
る
信
徒
２
名

�

「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
・
女
子
奉
献
生
活
者
の
会
（
仮
称
）」
の

代
表
者
２
名

�

司
教
が
必
要
に
応
じ
て
任
命
す
る
者

�

上
記
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
�
、
�
、
�
に
つ
い
て
は
そ
の
任
に
あ
る
期
間

を
任
期
と
す
る
。
�
、
�
に
つ
い
て
は
２
年
間
と
し
、
６
年
を
上
限
と
し

て
再
任
を
妨
げ
な
い
。
任
期
途
中
で
交
代
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
、
交
代

し
た
者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
�
に
つ
い
て
は
、
司
教

が
必
要
に
応
じ
て
任
期
を
定
め
る
。

第
五
条
（
活
動
）

本
会
は
、
次
の
活
動
を
行
な
う
。

�

教
区
の
宣
教
司
牧
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
司
教
の
諮
問
に
答
え
る
。

�

教
区
の
宣
教
司
牧
に
関
す
る
提
言
を
司
教
に
提
出
す
る
。

�

教
区
内
の
宣
教
司
牧
に
関
す
る
諸
問
題
・
諸
課
題
の
情
報
交
換
の
場

と
な
る
。

�

教
区
内
の
宣
教
司
牧
に
関
し
て
協
力
体
制
を
整
え
る
。

�

小
教
区
、
地
区
、
委
員
会
等
の
活
動
の
支
援
、
励
ま
し
を
与
え
る
。

第
六
条
（
会
議
の
開
催
）

本
会
は
年
一
回
開
催
す
る
。
た
だ
し
、
司
教
は
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
に

会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
七
条
（
会
議
の
議
長
）

本
会
の
会
議
の
議
事
進
行
を
司
る
議
長
は
、司
教
が
任
命
し
た
者
が
務
め
る
。

第
八
条
（
会
議
の
成
立
と
決
定
）

本
会
の
会
議
は
、
全
評
議
員
の
過
半
数
（
委
任
状
、
代
理
人
も
含
む
）
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

�

本
会
の
会
議
の
決
議
は
、
司
教
の
承
認
を
得
て
、
実
行
さ
れ
る
。

第
九
条
（
経
費
）

本
会
の
運
営
費
は
、
教
区
の
負
担
と
す
る
。

第
十
条
（
規
約
改
正
）

本
規
約
の
改
正
に
は
、
本
会
会
議
で
の
議
決
の
上
、
司
教
の
承
認
を
必
要

と
す
る
。

付
則

	

本
規
約
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

教教
区区
司司
祭祭
評評
議議
会会
かか
らら

十
一
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
正

午
ま
で
司
教
館
で
五
地
区
の
地
区
長

と
選
出
さ
れ
た
司
祭
、
更
に
司
教
の

顧
問
、
総
代
理
、
事
務
局
長
な
ど
十

五
人
が
出
席
し
て
年
二
回
開
催
さ
れ

る
秋
の
司
祭
評
議
会
総
会
が
開
か
れ

て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

�
一
八
八
殉
教
者
の
列
福
に
向
け
て

の
教
区
内
の
取
組
み（
司
教
談
話
）

列
福
が
決
定
し
た
ら
教
区
と
し
て

も
、
米
沢
の
殉
教
者
の
お
祝
い
を
し

た
い
。
現
在
米
沢
教
会
を
中
心
に
列

福
に
向
け
て
準
備
委
員
会
を
組
織
し

て
準
備
し
て
い
る
。

米
沢
で
の
お
祝
い
は
列
福
式
後
の

適
当
な
時
期
に
行
う
。

来
年
二
月
四
日
か
ら
一
週
間
行
わ

れ
る
「
殉
教
者
を
想
い
、
と
も
に
祈

る
週
間
」
に
併
せ
て
、
そ
の
週
間
か

ら
お
祝
い
の
た
め
の
特
別
献
金
を
行

う
。

�
提
言
と
意
見
交
換

（
教
区
青
少
年
担
当
司
祭
）



橋
学
師
よ
り
各
地
区
を
回
っ
て

司
祭
た
ち
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、

教
区
の
今
後
の
青
少
年
司
牧
へ
の
提

言
が
あ
っ
た
。（
主
な
内
容
）

�
青
少
年
司
牧
は
各
地
区
で
独
自
に

行
わ
れ
て
い
る
が
地
区
ご
と
の
連

携
が
乏
し
い
の
が
現
状
。各
地
区
の

担
当
者
が
一
つ
な
る
必
要
を
痛
感
。

�
教
区
主
催
の
中
学
生
錬
成
会
の
呼

び
か
け
で
も
、
若
者
た
ち
を
ど
う

し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
も
の
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
。

�
司
祭
が
呼
び
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

同
世
代
か
ら
の
横
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
、
意
欲
を
持
っ
た
青
少

年
を
育
て
る
た
め
に
、
小
教
区
で

の
普
段
か
ら
の
呼
び
か
け
が
大
事
。

�
各
地
区
に
こ
の
担
当
者
を
任
命
し

て
教
区
青
少
年
委
員
会
を
作
り
連

携
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
司
教
意
見
）

�
来
年
度
の
主
な
予
定

�
来
年
度
の
司
教
公
式
訪
問
は
秋
田

山
形
地
区
を
訪
問
の
予
定

�
長
岡
地
区
聖
体
奉
仕
者
養
成
講
座

（
柏
崎
で
二
月
十
八
日
、二
十
五
日
）

�
山
形
こ
ま
く
さ
保
育
園
の
落
成

（
三
月
三
日
見
込
み
）

�
第
一
回
宣
教
司
牧
評
議
会

（
四
月
三
〇
日
）

�
山
形
地
区
大
会

（
鶴
岡
で
五
月
二
〇
日
）

�
長
岡
地
区
大
会

（
柏
崎
で
六
月
十
日
）

�
司
祭
の
集
い

（
六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
）

�
長
岡
地
区
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

（
八
月
六
日
か
ら
八
日
）

�
土
崎
教
会
創
立
五
〇
周
年
記
念

（
九
月
十
七
日
）

�
神
言
会
来
日
百
年
記
念
講
演
会

（
秋
田
で
十
月
二
十
七
日
）

�
新
潟
教
会
献
堂
八
〇
周
年
記
念

（
十
一
月
三
日
）

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ナ
ハ
ク
神
父

（
前
大
館
・
鹿
角
教
会
主
任
、
元

秋
田
教
会
助
任
）
は
十
二
月
十
一

日
朝
、
脳
内
出
血
の
た
め
吉
祥
寺

教
会
の
自
室
で
意
識
を
失
い
、
武

蔵
野
市
の
病
院
で
帰
天
。
４３
歳
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
で
二
○
○
五

年
四
月
ま
で
秋
田
地
区
の
宣
教
司

牧
に
活
躍
さ
れ
た
。

カトリック新潟教区
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ア
ジ
ア
宣
教
大
会
に
出
席
し
て

福

島

祥

紘

十
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
タ
イ
北
部
の
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
で
初
め

て
開
か
れ
た
「
第
一
回
ア
ジ
ア
宣
教
大
会
」
に
、
全
世
界
か
ら
約
一
千
人
が

参
加
し
、
日
本
か
ら
十
三
人
の
信
徒
が
出
席
し
て
、
新
潟
教
区
か
ら
福
島
祥

紘
（
ま
さ
ひ
ろ
）
さ
ん
（
新
潟
市
寺
尾
教
会
）
が
参
加
し
た
。

教
皇
庁
福
音
宣
教
省
の
呼
び
か
け

で
ア
ジ
ア
司
教
協
議
会
連
盟
（
Ｆ
Ａ

Ｂ
Ｃ
）
が
準
備
し
た
大
会
は
、「
ア

ジ
ア
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
物
語
」
に

つ
い
て
の
分
か
ち
合
い
、
つ
ま
り
宣

教
と
は
、
自
分
の
生
き
方
、
自
分
の

体
験
を
と
お
し
て
イ
エ
ス
の
物
語
を

伝
え
る
こ
と
だ
と
い
う
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
持
っ

て
い
る
独
自
の
イ
エ
ス
と
の
信
仰
に

お
け
る
出
会
い
の
物
語
を
語
り
合
っ

た
。参

加
者
の
福
島
さ
ん
か
ら
、
大
会

を
通
し
て
見
え
た
宣
教
に
つ
い
て
の

教
会
や
信
徒
の
課
題
を
語
っ
て
も

ら
っ
た
。

第
一
回
ア
ジ
ア
宣
教
大
会
が
タ
イ

の
北
部
の
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
で
二
〇

〇
六
年
十
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
二

十
二
日（
日
）ま
で
五
日
間
に
わ
た
っ

て
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
菊

地
功
新
潟
司
教
を
団
長
と
し
て
、
計

二
十
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

（
司
教
三
名
、
司
祭
・
シ
ス
タ
ー
五

名
、
信
徒
十
三
名
―
仙
台
教
区
２
、

新
潟
１
、
さ
い
た
ま
１
、
東
京
２
、

福
岡
１
、
長
崎
２
、
沖
縄
２
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
方
三
名
を
含
む
）。
菊
地

司
教
様
の
「
司
教
の
日
記
」
や
カ
ト

リ
ッ
ク
新
聞
（
０６
／
１０
／
２９
、
１１
／

０５
号
と
二
回
）
に
か
な
り
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

新
潟
教
区
か
ら
出
席
し
た
一
信
徒
の

目
を
通
し
た
宣
教
大
会
の
実
像
を
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

宣
教
大
会
は
各
大
陸
ご
と
に
開
か

れ
て
い
て
、
ア
ジ
ア
だ
け
が
未
だ
開

催
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
バ
チ
カ

ン
と
し
て
は
あ
る
種
の
危
機
感
を

持
っ
て
、
今
回
の
開
催
に
踏
み
切
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
バ
チ
カ

ン
か
ら
は
大
会
の
た
め
に
多
額
の
補

助
金
が
出
さ
れ
、
本
部
の
あ
る
イ
ン

ド
や
大
会
地
の
タ
イ
で
は
か
な
り
前

か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
は
、
実
際
に
大
会
に
出
席

し
て
み
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
し

た
。
素
晴
ら
し
く
組
織
化
さ
れ
た
大

会
だ
っ
た
の
で
す
。
日
本
で
は
、
実

は
大
会
の
始
ま
る
一
ヶ
月
く
ら
い
前

ま
で
は
、
何
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

な
い
た
め
に
、
準
備
の
し
よ
う
が
な

か
っ
た
の
が
現
実
で
し
た
。
従
っ

て
、
準
備
会
は
フ
ラ
イ
ト
に
の
る
前

の
日
（
十
七
日
）
に
成
田
空
港
の
ホ

テ
ル
で
初
め
て
全
員
そ
ろ
っ
て
大
会

に
臨
む
心
構
え
を
聞
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、
準

備
不
足
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
韓
国
や
台
湾
も
同
じ
で
、
大

陸
中
国
が
不
参
加
と
北
東
ア
ジ
ア
の

声
が
届
き
に
く
い
構
成
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

タ
イ
は
初
め
て
で
し
た
が
、
特
に

チ
ェ
ン
マ
イ
の
町
は
静
か
で
文
化
的

な
感
じ
の
よ
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
近

代
的
な
バ
ン
コ
ク
空
港
で
の
り
か
え

チ
ェ
ン
マ
イ
に
着
い
た
の
は
十
八
日

の
夜
の
八
時
過
ぎ
。
し
か
し
、
タ
イ

の
ス
タ
ッ
フ
の
女
性
達
が
白
い
花
の

お
手
製
首
飾
り
を
持
っ
て
出
迎
え
、

全
員
の
頚
に
か
け
て
歓
迎
し
て
く
れ

た
時
か
ら
、
タ
イ
式
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
は
最
後
の
日
ま
で
続
い
た
の
で

し
た
。
こ
れ
は
感
謝
の
し
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
一
ヶ
月
前
の
ク
ー
デ

タ
ー
の
残
滓
は
、
空
港
や
町
中
、
寺

院
な
ど
主
要
な
処
に
三
メ
ー
ト
ル
四

方
の
大
き
な
国
王
夫
妻
の
写
真
が
飾

ら
れ
て
い
る
の
が
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。
他
に
は
何
も
感
じ
さ
せ
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
会

場
の
ロ
ー
タ
ス
ホ
テ
ル
は
十
三
階
建

て
の
大
ホ
テ
ル
。
参
加
人
員
ほ
ぼ
一

〇
〇
〇
人
が
泊
ま
っ
て
も
な
お
余
る

ほ
ど
。
事
前
の
情
報
で
は
一
部
屋
四

〜
五
人
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
実

際
は
ゆ
と
り
の
あ
る
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド

の
二
人
部
屋
。
こ
れ
は
助
か
り
ま
し

た
。
遅
い
夕
食
を
皆
で
摂
っ
て
か

ら
、
次
の
日
に
備
え
て
早
く
寝
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
四

日
間
は
、「
司
教
の
日
記
」
の
記
載

の
よ
う
に
最
後
の
日
を
除
い
て
、
朝

六
時
か
ら
夜
十
時
ま
で
ぎ
っ
し
り
と

会
議
の
連
続
で
、
ホ
テ
ル
外
に
出
る

ゆ
と
り
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
う
ち
、
三
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ

エ
ス
の
物
語
」
に
つ
い
て
の
分
か
ち

合
い
の
話
し
を
述
べ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
は
各
国

の
代
表
の
司
教
・
司

祭
・
シ
ス
タ
ー
・
信
徒

す
べ
て
が
Ａ
か
ら
Ｙ
ま

で
の
部
会
に
別
れ
、
更

に
十
名
ほ
ど
の
小
部
会

に
分
か
れ
て
、
皆
個
人

の
立
場
で
夫
々
「
証
」

す
る
と
い
う
方
法
で

す
。
日
本
で
行
わ
れ
る

分
か
ち
合
い
と
基
本
的

に
は
同
じ
で
す
。
司
会

者
が
互
選
さ
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
ま
と
め
を
書

き
、
そ
れ
を
す
べ
て
の

会
議
の
終
っ
た
後
の
夜

の
次
の
日
の
大
会
で
の

報
告
書
を
作
成
す
る
と

い
っ
た
具
合
で
す
。

第
一
日
は
〈
自
己
紹
介
と
夫
々
の

イ
エ
ス
と
の
出
会
い
〉、
第
二
日
は

〈
ア
ジ
ア
の
異
な
る
宗
教
の
間
に
お

け
る
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
〉、
第
三

日
は
〈
異
な
る
文
化
、
政
治
体
制
の

な
か
で
の
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
と
そ

の
発
展
〉
と
、
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
分
か
ち
合
い
の
方
法
に

つ
い
て
は
第
一
日
の
基
調
講
演
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
司
教
が
具
体
的
に

述
べ
た
も
の
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
の

で
す
が
、広
い
ア
ジ
ア
の
こ
と
、そ
れ

は
司
会
の
方
は
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
属
し
た
の
は
Ｒ
分
科
会
。
構

成
は
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
の

司
教
・
司
祭
・
シ
ス
タ
ー
・
信
徒
か

ら
で
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち

に
時
が
す
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
英
語

の
出
来
な
い
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
か
た
の
為
に
一
人
の
シ
ス
タ
ー
が

通
訳
を
引
き
受
け
ま
し
た
の
で
、

少
々
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
イ

ン
ド
の
司
会
の
方
の
難
解
な
英
語
に

苦
し
ん
で
い
た
私
に
は
救
い
の
ゆ
と

り
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
真
剣
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

特
に
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方
々

の
話
し
に
は
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
者
は

総
数
四
〇
〇
人
弱
、
ラ
オ
ス
は
総
数

三
五
〇
〇
人
。
社
会
体
制
や
異
文
化

の
中
で
、
教
会
が
必
死
に
闘
っ
て
い

る
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
二
カ
国
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ヒ
ン
ズ
ー
や
イ
ス
ラ
ム
教

の
中
で
少
数
派
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
社
会
の
中
で
闘
わ
ず
に
生
存
す
ら

難
し
い
の
で
す
。
分
か
ち
合
い
は
基

本
的
に
は
「
聞
く
」
の
が
第
一
で
す

が
、
国
に
よ
る
差
は
大
き
く
時
に
質

問
が
で
る
の
は
当
然
で
す
。
例
え

ば
、
ラ
オ
ス
の
教
会
は
市
民
に
オ
ー

プ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
質

問
が
で
ま
し
た
。
答
え
に
く
い
質
問

で
す
が
、
時
間
外
に
ベ
ト
ナ
ム
の
司

教
様
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

あ
の
観
光
地
化
し
て
い
る
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
の
カ
テ
ド
ラ
ル
で
す
ら
基
本
的

に
信
徒
に
の
み
開
か
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
今
回
は
代
表
団
の
出

席
の
無
か
っ
た
中
国
（
大
陸
）
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ア
ジ
ア
の

宣
教
へ
の
個
人
的
関
心
か
ら
自
発
的

に
参
加
し
た
司
祭
か
ら
、タ
イ
の
仏
教

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
な
が
ら
、

何
故
ア
ジ
ア
の
人
々
が
固
有
の
文
化

か
ら
脱
出
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
と
な

る
の
か
、と
い
う
質
問
が
で
ま
し
た
。

タタ イイ
チチェェンンママイイ

ア
ジ
ア
宣
教
大
会
に

新
潟
教
区
か
ら
信
徒
参
加

日本の参加団がそろって
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妙
高高
原へのおさそい妙妙

高高高高
原原へへののおおささそそいい

召召 命命

召
し
出
し
の
歩
み

フ
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
ス
カ
ン
プ

神
父

（
直
江
津
教
会
）

ど
な
た
も
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

〈
貧
し
さ
か
ら
の
脱
却
〉、〈
現
体
制
に

密
着
し
た
文
化
や
宗
教
か
ら
ド
ロ
ッ

プ
ア
ウ
ト
し
た
人
々
〉な
ど
現
実
的

な
問
題
も
あ
る
と
、会
議
の
後
で
、話

し
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。こ
の
こ
と

は
、メ
ー
ル
で
お
互
い
に
討
議
す
る

こ
と
を
約
束
し
て
別
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
の
は
、
日
本
の
教
会
の
姿
勢
で

す
。私
は
、下
手
な
英
語
に
苦
労
し
な

が
ら
、
社
会
の
貧
困
を
克
服
し
た
よ

う
に
見
え
る
国
に
お
け
る
〈
宗
教
へ

の
無
関
心
〉（R

eligious
A
pathy

）

の
問
題
と
、
自
分
の
娘
を
引
き
あ
い

に
出
し
て
の
青
少
年
に
お
け
る
〈
心

の
問
題
〉
と
自
殺
や
犯
罪
の
増
加
、

そ
し
て
日
本
の
教
会
の
内
向
き
な
姿

勢
を
語
り
ま
し
た
が
、
へ
ー
ぇ
と
い

う
嘆
声
が
主
た
る
反
応
で
、
司
会
の

方
も
ま
と
め
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

タ
イ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
で
は
優
等

生
と
呼
ば
れ
る
国
に
お
い
て
も
「
貧

困
」
や
「
エ
イ
ズ
」
の
問
題
は
残
り

ま
す
。
タ
イ
で
は
教
育
費
は
無
料
と

の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

学
校
に
行
け
な
い
状
況
は
主
と
し
て

北
部
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
国
の
経
済
状
況
が
良
く
な
る

と
、
日
本
の
よ
う
な
様
々
な
社
会
問

題
が
噴
出
し
て
く
る
の
は
悲
し
い
こ

と
で
す
。
こ
の
問
題
が
い
わ
ゆ
る
先

進
国
の
普
遍
的
な
問
題
な
の
か
日
本

独
自
の
問
題
な
の
か
は
、
も
う
少
し

共
通
の
社
会
問
題
を
抱
え
る
国
々
と

の
間
で
の
も
う
一
つ
の
「
大
会
」
が

必
要
で
、
そ
こ
で
こ
そ
話
し
あ
わ
れ

る
事
な
の
で
し
ょ
う
。
人
に
よ
っ
て

は
、
こ
の
問
題
を
討
議
す
る
第
三
バ

チ
カ
ン
公
会
議
が
必
要
だ
と
い
う
方

も
お
ら
れ
る
位
で
す
。

し
か
し
、
日
本
の
教
会
は
司
教
団

に
の
み
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
教

会
の
外
の
問
題
に
も
っ
と
心
を
痛
め

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
特
に
、
青
少
年

を
取
り
囲
む
社
会
環
境
に
つ
い
て

は
、
宗
教
家
と
し
て
取
り
組
む
の
は

焦
眉
の
急
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
牧
と
言
っ
て
、
わ
ず
か
な
信
徒
か

ら
な
る
小
教
区
教
会
の
お
世
話
に
明

け
暮
れ
る
の
は
贅
沢
な
話
し
で
あ
る

と
、
ア
ジ
ア
の
人
々
の
話
し
を
聞
き

な
が
ら
思
い
ま
し
た
。
い
え
、
こ
れ

は
参
加
し
た
日
本
人
信
徒
の
一
致
し

た
感
想
で
あ
っ
た
の
で
す
。
同
行
し

た
野
村
司
教
様
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ⅰ
、

Ⅱ
以
後
の
日
本
の
教
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
ま
し
た

ら
、
波
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
精
神
は
日
本
の
教
会
に
根

づ
い
て
い
る
と
思
う
と
お
答
え
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と

心
か
ら
思
っ
た
こ
と
で
す
。

会
議
後
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
司
祭
か

ら
自
分
の
教
会
の
修
理
に
つ
い
て
の

献
金
（
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を
教
区
・

小
教
区
レ
ベ
ル
で
依
頼
で
き
な
い
か

と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
あ
〜
、
日
本
が

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
〈
時
代
へ
の
対
応
〉
の
よ

う
な
神
学
的
な
こ
と
で
は
な
く
て
、

単
な
る〈
援
助
〉な
の
か
と
思
う
と
、

少
し
で
す
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
が
文
書
で
発
表

さ
れ
て
長
い
大
会
は
終
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
ミ
サ
の
最
後
の
挨

拶
の
よ
う
に
、
終
わ
り
の
宣
言
と
い

う
よ
り
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

国
・
社
会
・
職
場
に
「
派
遣
」
さ
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
エ
ス
は
ア
ジ
ア
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
旧
約
の
世
界
か
ら
新
約
の
世
界

へ
連
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
旧
約
の
世
界
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
国
や
社
会
で
生
ま
れ
る
「
イ
エ

ス
の
物
語
」
を
語
ろ
う
（T

elling

T
he
Story

O
f
Jesus

）
と
い
う

の
が
、
こ
の
大
会
の
精
神
で
あ
り
ま

し
た
。
現
代
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
時
の
し
る

し
」
で
す
。

今
を
生
き
て
い
る
人
に
し
か
出
来

な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
心
に
銘
記

し
て
帰
国
し
た
の
で
し
た
。

去
年
私
は
五
年
ぶ
り
に
ド
イ
ツ
に

帰
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
小
教
区

で
司
祭
叙
階
４０
周
年
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。私
一
人
で
は
な
く
、三
人
の
小

学
校
の
同
級
生
と
一
緒
に
お
祝
い
が

で
き
ま
し
て
、
同
級
生
の
シ
ス
タ
ー

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
小

教
区
で
は
召
命
が
多
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
私
た
ち
よ
り
五
年
前
に
一
人

が
叙
階
さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
前
何
十

年
は
召
命
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
神
様

の
働
き
は
不
思
議
で
す
。
私
た
ち
三

人
は
違
う
修
道
会
に
入
り
ま
し
て
、

叙
階
さ
れ
て
か
ら
違
う
国
で
宣
教
し

て
き
ま
し
た
。
一
人
は
ド
イ
ツ
で
そ

の
修
道
会
の
学
校
で
先
生
と
し
て
働

き
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
宣
教
師
と
し
て
行
き
ま
し
た
。

私
が
日
本
に
来
た
の
は
四
十
年
前
で
す
。

い
つ
か
ら
召
命
を
感
じ
、
司
祭
に

な
り
た
い
と
考
え
た
か
は
っ
き
り
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
侍
者
を
し
た
時

ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
司
祭
を
奉
仕
す
る

時
こ
う
い
う
考
え
が
始
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。そ
の
時
ミ
サ
は
ま
だ
全
部
ラ

テ
ン
語
で
、色
々
な
祈
り（
コ
ン
フ
ィ

テ
オ
ル
、ス
シ
ピ
ア
ト
な
ど
）を
ラ
テ

ン
語
で
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
司
祭
は
祭
壇
に
向
か
っ
て

ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
、
侍
者
は
ミ
サ
レ

（
ミ
サ
の
重
い
本
）を
祭
壇
の
右
側
か

ら
左
側
に
運
び
、
ミ
サ
の
終
わ
り
に

ま
た
右
側
に
運
び
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

を
上
手
に
と
ら
な
い
と
重
い
ミ
サ
レ

を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。侍

者
を
や
る
の
は
楽
し
く
て
、い
つ
自

分
の
当
番
に
な
る
か
互
い
に
競
争
し

ま
し
た
。司
祭
に
奉
仕
し
、み
な
の
前

で
侍
者
を
す
る
こ
と
は
召
命
を
深
め

る
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
（
ド
イ
ツ
の
ジ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
九
年
間
）
の
先
生
の
一
人
は
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
神
父
様
で
し
た
。

よ
く
私
た
ち
と
一
緒
に
ハ
イ
キ
ン
グ

や
遊
ん
だ
り
し
て
、
ミ
サ
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。
い
つ
も
私
の
召
命
を
考
え

て
、
よ
く
私
を
修
道
院
に
招
待
し
、

食
事
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

別
に
ご
馳
走
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
修
道
院
の
受
付
を
よ
く
訪
ね
る

ホ
ー
ム
レ
ス
に
出
す
食
事
の
よ
う
で

し
た
。
で
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
自
分
の
召

命
を
も
う
ち
ょ
っ
と
試
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
、
一
年
間
の
軍
隊
に
入
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
ド
イ
ツ
で
は
ま

だ
義
務
で
し
た
。
こ
の
体
験
は
今
ま

で
暮
ら
し
て
き
た
村
と
学
校
に
比
べ

て
、ま
っ
た
く
違
い
ま
し
た
。仲
間
の

中
で
教
会
に
行
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
し
、
日
曜
日
に
ミ
サ
に
与
か
る

こ
と
は
あ
ん
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
れ
で
私
は
修
道
院
に
入
り
、司

祭
に
な
り
た
い
と
い
う
決
心
を
固
め

ま
し
た
。
結
局
軍
隊
の
一
年
間
を
終

わ
っ
て
か
ら
早
速
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

の
修
道
院
に
入
り
ま
し
た
。
も
う
四

十
六
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
一
回
も

修
道
生
活
を
止
め
よ
う
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
十
年
前
に
一
ヶ
月
船
に
乗
っ
て

日
本
に
上
陸
し
ま
し
た
。
学
校
で
日

本
語
の
勉
強
の
苦
労
を
超
え
て
か
ら

関
西
と
現
在
北
陸
で
宣
教
活
動
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
神
様
の
恵

み
と
ド
イ
ツ
の
ふ
る
さ
と
と
日
本
の

た
く
さ
ん
の
信
者
の
支
え
だ
と
思
い

ま
す
。
感
謝
し
ま
す
。

召命のための

青年の黙想会

場 所：妙高教会 赤倉山荘 電話０２５５－８７－２７８０
�
�
�

�
�
�

〒９４２－２１０２

新潟県妙高市田切字西原２１８番３３他

テーマ：太陽の歌（被造物の賛歌）

―姉妹なる雪とともに神を賛美して―

日 時：２００７年２月１０日�１６時～１２日	昼食まで
指 導：松井繁美師（フランシスコ会）他、フラン

シスコ会士・無原罪の聖母フランシスコ姉

妹会のシスターたち他

対 象：独身信徒

参加費：５，０００円（当日受付）一日だけの参加も可

持参品：聖書、筆記用具、洗面用具、防寒着、防寒

靴

申込み：Fax、E-mail、葉書のいずれかで、氏名・

住所・電話番号・年齢・所属教会名を記入

し、１月末までに下記へ

〒９４３－０８３４

新潟県上越市西城町２－３－１２

フランシスコ会上越修道院

Tel：０２５－５４３－２２３０

Fax：０２５－５４３－４３９９

E-mail：hubertnelskamp@hotmail.com
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花花
園園
教教
会会
創創
立立
５５５５
周周
年年
をを
祝祝
うう

赤
倉
山
荘

十
一
月
三
日
、花
園
教
会（
新
潟
市
）が
創
立
５５
周
年
を
迎
え
て
、県
内
の
教

会
代
表
を
は
じ
め
山
形
県
の
鶴
岡
教
会
の
信
徒
た
ち
な
ど
二
二
〇
人
近
く
が
参

加
し
て
感
謝
ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
、半
世
紀
余
の
小
教
区
の
歩
み
を
祝
福
し
た
。

花
園
教
会
（
当
初
の
名
称
は
沼
垂

教
会
）
は
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十

六
）
十
一
月
三
日
に
神
言
会
の
ハ
イ

ン
リ
ッ
ヒ
・
ホ
ン
ナ
ッ
ケ
ル
神
父
に

よ
っ
て
、
栗
ノ
木
川
畔
に
新
潟
市
東

地
区
の
宣
教
活
動
の
拠
点
と
し
て
沼

垂
（
ぬ
っ
た
り
）
の
地
に
教
会
は
献

堂
さ
れ
た
が
、
三
年
後
の
昭
和
二
十

九
年
に
新
潟
県
の
都
市
計
画
の
た
め

に
現
在
地
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
、
昭
和
三
十
四
年
に
新

聖
堂
と
司
祭
館
（
そ
の
後
の
花
園
教

会
）
を
移
築
し
た
。

感
謝
ミ
サ
を
司
式
さ
れ
た
菊
地
司

教
は
説
教
の
中
で
、
昭
和
二
十
六
年

に
沼
垂
の
地
に
教
会
を
献
堂
さ
れ
て

こ
こ
ま
で
大
き
く
育
て
ら
れ
た
神
言

会
の
宣
教
師
の
方
々
、
そ
し
て
そ
れ

を
継
い
だ
教
区
司
祭
の
お
一
人
お
一

人
の
努
力
と
献
身
に
感
謝
し
ま
す
。

福
音
の
種
を
蒔
き
、
共
同
体
を
育

て
上
げ
、
小
教
区
を
作
り
上
げ
て
き

た
司
祭
・
信
徒
の
方
々
の
熱
意
を
私

た
ち
も
引
き
継
い
で
、
福
音
宣
教
に

励
み
た
い
と
述
べ
た
。

こ
れ
か
ら
も
次
は
百
周
年
を
目
指

し
て
、
日
々
の
行
い
を
通
じ
て
福
音

の
証
し
人
と
な
る
決
意
を
共
に
新
た

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
呼
び
か
け

た
。十

月
八
、
九
日
の
二
日
間
、
妙
高

教
会
赤
倉
山
荘
で
教
区
青
年
の
集
い

が
開
か
れ
た
。

今
回
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ

り
新
潟
教
会
か
ら
二
人
、
寺
尾
教
会

か
ら
二
人
、更
に
東
京
か
ら
三
人（
二

人
は
新
発
田
出
身
者
と
東
京
教
区
の

男
性
、
一
人
は
秋
田
出
身
の
女
性
）

で
大
勢
の
参
加
は
な
か
っ
た
が
、
こ

う
い
う
集
ま
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
知
る
人
も
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

一
日
目
は
夕
の
祈
り
、
ゆ
る
し
の

秘
跡
、
ケ
ル
ン
で
の
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
デ
ー
に
参
加
し
た
青
年
の
体
験
談

な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
楽
し
く
語
り

合
っ
た
。

二
日
目
は
朝
の
祈
り
、
ロ
ザ
リ
オ

の
祈
り
、
当
日
の
福
音
の
分
か
ち
合

い
が
あ
り
、
菊
地
司
教
が
ミ
サ
を
さ

さ
げ
た
。

妙
高
教
会
の
背
後
に
そ
び
え
る
妙

高
山
頂
は
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

小
教
区
で
の
２０
代
か
ら
３０
代
の
青

年
に
、
教
区
の
青
年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
す
る
よ
う
に
励
ま
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

参
加
者
の
感
想
は
次
の
と
お
り
。

�
妙
高
は
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。
仲

間
と
出
会
え
て
本
当
の
つ
な
が
り

が
、
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。（
Ｆ
）

�
新
た
な
福
音
的
息
吹
き
を
吹
き
込

ま
れ
始
め
て
い
る
赤
倉
山
荘
で
、

動
き
始
め
た
新
潟
教
区
の
青
年

達
。
飼
い
葉
桶
の
中
の
希
望
と

は
、
こ
う
い
う
小
さ
い
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。（
Ｉ
）

�
２０
代
か
ら
３０
代
の
若
い
人
た
ち
と

出
会
い
、
と
て
も
良
い
人
た
ち
が

居
る
と
、
心
も
体
も
す
っ
か
り
癒

さ
れ
ま
し
た
。
神
様
の
お
恵
み
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。（
Ｋ
）

�
毎
日
の
忙
し
さ
か
ら
、「
時
間
の
流

れ
」に
流
さ
れ
る
ま
ま
で
い
た
私

に
と
っ
て
、こ
の「
青
年
の
集
い
」

で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
話
は

「
信
仰
」や「
生
き
る
こ
と
」な
ど
を

改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
い
つ
か
、も
っ
と
多

く
の
方
々
と
様
々
な
こ
と
を
分
か

ち
合
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
Ｏ
）

教
区
青
少
年
司
牧
担
当

石
黒
晃
泰
神
父

�
橋

学
神
父

●
十
一
月
五
日
�

山
形
聖
マ
リ
ア
幼
稚
園
５０
周
年

山
形
教
会
に
併
設
さ
れ
て
い
る
山

形
聖
マ
リ
ア
幼
稚
園
が
、
創
立
五
〇

周
年
を
迎
え
、
昨
日
十
一
月
四
日
に

感
謝
の
ミ
サ
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

感
謝
ミ
サ
は
私
の
司
式
で
、
現
園

長
の
ピ
ア
ス
師
を
は
じ
め
、
学
校
法

人
双
葉
学
園
の
理
事
長
を
務
め
る
鶴

岡
の
本
間
師
、
歴
代
の
園
長
や
、
小

教
区
と
幼
稚
園
を
担
当
し
て
い
る
イ

エ
ズ
ス
・
マ
リ
ア
の
聖
心
会
管
区
長

成
田
師
な
ど
、
七
人
の
司
祭
が
参
加

し
て
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
は
当
初
は
シ
ャ
ル
ト
ル
聖

パ
ウ
ロ
会
、
そ
の
後
カ
ロ
ン
デ
レ
ッ

ト
の
聖
ヨ
ゼ
フ
会
の
シ
ス
タ
ー
方
が

保
育
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

仙
台
に
日
本
管
区
本
部
の
あ
る
オ
タ

ワ
愛
徳
修
道
女
会
の
シ
ス
タ
ー
が
副

園
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ミ
サ

終
了
後
に
は
す
ぐ
近
く
の
山
形
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
祝
賀
会
を
行

い
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
幼
稚
園
で

音
楽
を
担
当
し
て
い
る
先
生
に
よ
る

声
楽
の
披
露
や
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
ま
で

あ
り
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
日
の
日
曜
日
は
、
山
形
教
会
の

方
々
と
主
日
の
ミ
サ
を
捧
げ
ま
し

た
。
ピ
ア
ス
主
任
司
祭
と
成
田
管
区

長
は
新
庄
へ
ミ
サ
に
出
か
け
ま
し
た

の
で
、
助
任
の
ワ
ル
ヨ
師
と
一
緒
の

ミ
サ
で
し
た
。

山
形
教
会
の
聖
堂
は
か
な
り
歴
史

の
あ
る
建
物
で
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て

い
る
も
の
の
、
木
造
で
落
ち
着
き
の

あ
る
祈
り
の
場
で
す
。

山
形
教
会
で
は
現
在
、
信
徒
会
館

を
新
築
中
で
す
。
教
会
前
の
道
路
は

都
市
計
画
で
将
来
拡
幅
の
予
定
が
あ

り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
る
形
で
少
し
後

ろ
に
下
げ
て
建
設
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
信
徒
会
館
は
一
階
建
て
で
床

面
積
こ
そ
旧
会
館
よ
り
少
な
く
な
っ

た
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
信
徒
会
館
の
機
能
を
す
べ

て
取
り
入
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ス
ペ
ー
ス
の
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

信
徒
会
館
は
十
二
月
十
五
日
頃
に

は
完
成
の
予
定
で
、
十
二
月
十
七
日

に
私
が
も
う
一
度
山
形
を
訪
れ
て
建

物
の
祝
別
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
日
は
雪
が
降
ら
な
い
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

司
教
の
日
記
（抄）

http
://hom

epage2.nifty.com
/isaoym

k/B
ishopT

op.htm

教
区
青
年
の
集
い（
報
告
）

感謝して証し人となる決意
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